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	　７月２８日(月曜)　レビ記　第１２章
　神は子を産んだ女に対するおきてを告げられます。一見、このおきてを見ると、「出産」という女性に与えられた素晴らしい業が、あたかも汚れているもの、汚いものであるかのようにも思えます。しかし、神は創世記１章でご自身のかたちに男と女とを創造されたとき、彼らに言われた「生めよ、ふえよ、地に満ちよ」という祝福を変えてしまったわけでは決してありません。実は当時、その地域の数々の宗教において、異教の神々に豊作や子孫繁栄を願い、性的に不道徳な儀式が行われていたため、神は礼拝と性的行為を分離することにより、イスラエルの民が真実の神への礼拝と異教の儀式とを明確に区別するようにされたのです。神は私たちのことを愛しているがゆえに、あくまでも清いものとして私たちが歩むように、守り導いてくださるのです。



	７月２９日(火曜)　レビ記　第１３章　キッズブラウン英会話教室
　神は重い皮膚病についても、実に細やかに「清いもの」と「汚れたもの」を判断する基準を与えられました。神様の基準がなかったならば、どのようにして、「清いもの」と「汚れたもの」とを判断することが出来たでしょうか？この神様が与えてくださった基準によって、祭司は宿営全体のイスラエルの民の健康を守ることが出来たのです。また、この重い皮膚病は、聖書の中に何度も登場してきますが、実は私たちの罪を象徴しています。気付かない間に罪に心や霊をむしばまれ、神の家族から、そして、神の愛から、引き離されてしまうようなことがないように、私たちも日々、イエス様に自分自身を点検して頂きましょう。


	７月３０日(水曜)　レビ記　第１４章　
　聖書の中の重い皮膚病が癒されたとき、その人がきよいと宣言されるためには多くの規定が存在し、また、その家が汚れているときにも同じように多くの規定が存在します。それほどに聖書の中の重い皮膚病からくる汚れには気をつけなければならないのです。主はそれらの汚れたものから民を守るためにこれらの規定を定めました。主は私たちを汚れから守るために律法を下さったのです。そして、もしも、汚れたとしても、いけにえによってではなく、イエスさまの十字架の血によってきよめられ、祭司ではなく、主が私たちをきよいと宣言してくださるのです。



	７月３１日(木曜)　レビ記　第１５章　午前・午後の祈り会
　15章の規定は性についてのものです。聖書の中には多くの性に関する規定があり、それらの規定は非常に細かく、また厳格に書かれています。それは、神の目に性が大切なものであったからです。神は性を夫婦が楽しみ、子孫を残し、そして、神との契約の中で用いるために制定なさいました。主にとって性は決してむやみに取り扱ってはいけないものなのです。だからこそ、主は性の関係においての汚れを特別に規定なさっておられるのです。主の前に私たちが汚れから離れていく事を主は求めておられる事なのです。


	８月１日(金曜)　レビ記　第１６章　キッズブラウン英会話教室
　アロンが神と会うために贖罪をする時には、非常に長い時間と多くの犠牲が必要でした。大祭司であるアロンであっても、主の前に出るために多くの犠牲をささげる必要があったのです。そして、そのために多くの犠牲がささげられましたが、それでも民の罪は「覆われる」だけでした。現代、神の祭司である私たちは主の御前に出るのに犠牲をささげる必要はありません。それは、完全な犠牲として主イエスが十字架にかかって罪の贖いをなしてくださったからです。イエス様の十字架の贖いを信じて、大胆に進み出ましょう。


	８月２日(土曜)　レビ記　第１７章
　11節に「肉の命は血にあるからである。あなたがたの魂のために祭壇の上で、あがないをするため、わたしはこれをあなたがたに与えた。血は命であるゆえに、あがなうことができるからである。」と、あります。ユダヤ教以外の文化では「血は死」を表しますが、聖書の中において「血は命」を表します。現代は血を食べる事は禁止されていませんが、血によってのみ私たちの罪は贖われ、また、きよめられるのです。そして、十字架の上のイエス様の贖いの血によって、私たちの罪は完全にきよめられました。主の贖いの大きさ、私たちの罪の贖いのための十字架を今一度思い起こして感謝しましょう。



